
2022 年度理系チャレンジ講座（第１回）を実施しました 

６月１日（水）に医学部の津村 弘理事を講師に迎え、「医

師を目指すとは」～医学の学習 膝関節疾患を例に～という

テーマで、理系チャレンジ講座第１回を実施しました。遠隔

配信した安心院、国東、別府翔青、大分雄城台、大分西、大分

鶴崎、大分舞鶴、大分豊府、芸術緑丘、大分、臼杵、三重総合、

日田、中津南、竹田、玖珠美山の１６校２０３名が受講しまし

た。 

津村先生は、医療関係の進路を目指す生徒に対して、前半

は医療を取り巻く状況、入試や人材育成制度の改革、そのよ

うな流れに対応するため先進医療に関わる学科が新設され、

それとともに人材の育成システムや試験の改変など、大き

な変革の流れが生じていると説明されました。 

さらに、医療人として働く者の責任や心構えなど、先生の

長いキャリアに基づく貴重な話をしていただきました。特

に、若い医師は

手技の習熟を第一に考えがちであるが、「医師として磨かな

ければならない資質の第一は人格の涵養である」とか、「先

輩から連綿として受け継いできた治療技術や様々な知見を、

後輩に引き継ぐことで先輩に対する恩を返す」などを説明さ

れました。 

後半は津村先生のご専門である膝関節の治療について、３

Ｄ映像なども交えての詳細な解説をされました。骨・関節・

人工関節・筋肉の構造、筋電図やモーションピクチャーによ

る歩行姿勢のチェック、関節にかかる荷重の変化など、診断

や治療にあたって習得すべき知識や技術の話をされました。

関節の治療においてもＩＴ技術の進歩により学際的なアプ

ローチが進み、バイオメカニクスなど工学系と連携した治

療技術が採用されていると説明されました。最後に実際の

人工膝関節置換術の様子について映像を用いて分かりやす

く解説していただきました。 

受講生からは「医師になるための心構え、入試に向けたア

ドバイスを知ることができた。今日の授業は情報量も多く分

かりやすい説明で、より医師を目指そうと思った。」「膝の手

術だけでこんなに多くの工程があることを知ることができ

て大変興味が湧いた。」「患者に対して献身的であるのはよい

が、感情移入は危険である。気持ちのコントロール力が必要

だと感じた。」等の感想が寄せられました。 


